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町債 2億3,760万円町債 2億3,760万円

地方消費税交付金
5億2,516万1千円
地方消費税交付金
5億2,516万1千円

県支出金
4億2,928万1千円

県支出金
4億2,928万1千円

国庫支出金
10億1,534万6千円

国庫支出金
10億1,534万6千円 住民税・固定資産税・

都市計画税など、
町民の皆さんから
納められるお金 

国や銀行からの借入金

繰入金　
2億991万4千円
繰入金　
2億991万4千円

　　  その他　
6億6,885万7千円
　　  その他　
6億6,885万7千円

町税　
31億6,171万2千円

町税　
31億6,171万2千円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

県から交付される、使い道
が決められているお金

地方交付税
14億6,183万6千円
地方交付税

14億6,183万6千円
自治体間の格差を無く
すため、国から町に交付
されるお金 貯金（基金）を切り崩したお金

一般会計
収入収入
77億
970万6千円

自
主

財
源

依
存

財
源

繰越金や寄付、その他の
収入

令和 6年度歳入（収入）の概要令和 6年度歳入（収入）の概要令和 6年度歳入（収入）の概要
▶町　　　税…�コロナ禍から脱却し、企業の経済活動が活性化したことに

より、前年度比１億 7,579 万１千円の増額
▶地方交付税…前年度比 1億 2,696 万９千円の増額
▶国庫支出金…�前年度比１億 3,725 万６千円の減額
▶県 支 出 金…前年度比 356 万９千円の増額
▶町　　　債…�前年度比 1,161 万９千円の減額
▶繰　入　金…�財政調整基金からの繰入が減少したことにより、　　　　

前年度比 7,464 万５千円の減額

商工費
9,608万7千円

衛生費
6億1,555万4千円
衛生費
6億1,555万4千円

土木費
4億1,479万3千円
土木費
4億1,479万3千円

民生費
26億2,903万円

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉などに
かかるお金

総務費
10億7,340万4千円
町有財産管理、広報、
防災、税務、戸籍、選
挙などにかかるお金

教育費
10億5,989万3千円

教育費
10億5,989万3千円

小中学校・社会教育施設の維持管
理や、給食、文化財保護、スポーツ
振興などにかかるお金

公債費
5億6,539万円
公債費
5億6,539万円
町の借金（町債）の返済に充
てるお金

消防費
5億3,648万円3千円
消防費
5億3,648万円3千円
消防組合や消防団事業に
かかるお金

ごみ処理、予防接種、健診医療
助成などにかかるお金

議会費
1億1,771万3千円

農林水産業費
6,331万4千円

道路・公園の維持管理や交通
安全対策にかかるお金

一般会計
支出支出
71億
7,166万2千円

　令和６年度各会計決算に
ついては、議員６名による
「決算審査特別委員会」が
３日間にわたり開催され、
執行部からの詳細な説明を
受けるとともに、厳正な審
査を行いました。
　本会議では、決算審査特
別委員会の審査結果報告を
受け、審議の結果、各会計
決算はいずれも原案のとお
り認定されました。
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決　算

９　月
定例会
令和６年度決算

依存財源：39億6,474万1千円（51．5％） 自主財源：37億4,496万5千円（48．5％）
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決　算
令和６年度歳出（支出）の概要令和６年度歳出（支出）の概要

　第６次総合計画・前期基本計画の３年目である令和６年度。計画期間の５年間で、特に力を入れて
推進すべきとして掲げた３つの重点テーマ「安全・安心」「郷土力」「将来の息吹」。
　これらの実現を目指し、まちづくりの基本目標として７つの政策分野にまとめられています。
　令和６年度に実施された事業などの一部を基本目標ごとに紹介します。

誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり（健康・福祉・子育て）
▶定額減税補足給付金　1億 8,446 万円
▶電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業
  （均等割、子ども加算給付）5,399 万円
▶価格高騰重点支援給付金（令和６年度非課
税世帯及び子ども加算）4,637 万円

▶予防接種事業　6,945 万円

目
標
１

▶子ども医療費助成事業　5,809 万円
▶障害者福祉事業　4,862 万円
  （重度心身障害者医療費助成事業、福祉タクシー事業、
指定難病見舞金支給事業、紙おむつ等助成事業など）

▶老人福祉事業　2,695 万円
   （高齢者外出支援タクシー事業、はり、きゅう、マッサー
ジ等施術利用助成事業、紙おむつ等助成事業など）

目
標
２

人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり（教育・文化）
▶墨古沢遺跡保存整備事業　2,725 万円
▶本佐倉城跡保存整備事業　923 万円
▶公民館管理事業　1,713 万円
▶プリミエール管理事業　7,027 万円

▶児童生徒国際交流振興事業　2,373 万円
▶スクールバス運行業務委託事業　1,667 万円
▶酒々井の伝説ものづくり事業　130 万円
▶町立小・中学校修学旅行費補助金　120 万円

目
標
３

豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり（生活安全）
▶防犯街灯事業　3,317 万円
▶防災行政無線管理整備事業　1,612 万円
▶防犯ボックス事業　1,239 万円
▶社会資本整備総合交付金事業（交安） 1,964 万円

▶交通安全対策事業　377 万円
▶消防団事業　886 万円
▶消防施設事業　197 万円
▶防災一般事務費　618 万円

目
標
４

自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり（環境共生）
▶環境衛生対策事業　2,218 万円
  （飼い犬の登録管理や、飼い主のいない猫の不妊手
術及び去勢手術費、葬祭組合管理運営の経費など）

▶環境保全対策事業　2,108 万円
▶地球温暖化対策推進事業　268 万円
  （電気自動車の購入や蓄電池システムの設置等へ
の補助金交付など）

▶じん芥処理事業　2億 2,279 万円
  （清掃組合管理運営の経費や、一般家庭ゴミ
の収集運搬、コンポストや機械式生ゴミ処理
機購入への補助金交付など）

▶し尿処理事業　1,614 万円
  （衛生施設管理組合管理運営の経費や、補助対象区域内に
おける高度処理型合併浄化槽等設置への補助金交付など）

目
標
５

便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり（都市基盤）
▶道路維持事業　5,923 万円
▶道路改良新設事業　3,126 万円
▶道路橋りょう一般事務費　1,385 千円
▶社会資本整備総合交付金事業　4,360 万円
▶駐輪場事業　1,757 万円

▶総合公園管理事業　1,413 万円
▶街区公園管理事業　1,944 万円
▶都市計画一般事務費　849 万円
▶空き家対策事業　405 万円
▶住宅リフォーム補助事業　146 万円

目
標
６

活気と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり（産業・経済）
▶コミュニティプラザ運営事業　2,142 万円
▶まるごとしすい運営事業　900 万円
▶ハーブガーデン運営事業　340 万円
▶コミュニケーションセンター事業　652 万円

▶農業振興管理事業　917 万円
▶商工業振興費　480 万円
  （町商工会への補助金交付など）
▶観光事業　235 万円

目
標
７

多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり（地域生活・行財政）
▶地区集会所等補助事業　1,451 万円
▶公園等愛護活動推進事業　206 万円
▶生きがい創造支援事業　148 万円
   （県・町シルバー人材センターへの負担金及び補助金）
▶ 資材等支給事業　22万円

▶隣保館運営事業　1,290 万円
▶地域活動拠点施設（下宿ベース）運営事業　21万円
▶情報化推進事業　4,620 万円
▶企画一般事務費　3,737 万円
▶庁舎管理事業　2,535 万円
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決　算

収 入（歳 入） 支 出（歳 出）

区　分 令和６年度
令和５年度

令和６年度
令和５年度

前年度比較 前年度比較

一般会計 77億 970万6千円
72億 5,538万3千円

71億 7,166万2千円
70億 2,968万円

4 億 5,432 万 3 千円 1億 4,198 万 2 千円

特
別
会
計

国民健康保険 19 億 7,265万 9千円
21億 867 万2千円

19億 6,676万円
20 億 9,482万円

△ 1億 3,601 万 3 千円 △ 1億 2,806 万円

介  護  保  険 16 億 9,431万8千円
15億 6,625万8千円

16 億4,915万8千円
15億 2,867 万円

1億 2,806 万円 1億 2,048 万 8 千円

後期高齢者医療 4 億 4,631万 7千円
3億 7,402万 9千円

4億4,522万2千円
3億 3,901万6千円

7,228 万 8 千円 1億 620 万 6 千円

公
営
企
業
会
計

水　道
事　業

収益 4 億 8,242万 5千円
4億 8,340万4千円

4億 3,916万 7千円
4億 2,911万1千円

 △ 97 万 9 千円 1,005 万 6 千円

資本 １億8,904万4千円
3億 9,117 万円

2億 758万8千円
4億 8,196万 5千円

△ 2 億 212 万 6 千円 △ 2 億 7,437 万 7 千円

下水道
事業

収益 3 億 7,292万 9千円
3億 6,323万 3千円

4億4,045万8千円
4億 2,527 万4千円

969 万 6 千円 1,518 万 4 千円

資本 1億 631万円
9,055万8千円

1億 9,086万円
1億 7,712万6千円

1,575 万 2 千円 1,373 万 4 千円

■ 一般会計の状況 ■
　決算額は、歳入総額77億970万6千円、歳出総額71億7,166万2千円、差引き5億3,804
万4千円の黒字となり、翌年度へ繰り越すべき財源3,936万6千円を差し引いた実質収支額
は、4億9,867万8千円となりました。
　これを、前年度の歳入総額72億5,538万3千円、歳出総額70億2,968万円と比較すると、
歳入においては、4億5,432万3千円、6.3％の増、歳出においては、1億4,198万2千円、
2.0％の増となりました。

町
の
財
政
状
況

100

95

90

85 R3 R4 R5 R6

90.1

94.794.6

89.7

経常収支比率 90.1％
数値が低いほど財政の弾力性が高く、
余力がある。

県内町村平均　92.6％
0.85

0.8

0.75

0.7

0.65

0.6
R3 R4 R5 R6

0.686
0.706

0.739

0.774

財政力指数 0.686
数値が高いほど自主財源の割合が高く、
財政力が強い。

県内町村平均　0.484

自主財源比率 48.5％
歳入全体に占める自主財源の割合のことで、
前年度に比べ2.6ポイントのマイナス。

実質公債費比率 5.7％
早期健全化基準の25％を下回っ
ている状況で健全。

将来負担比率 2.1％
早期健全化基準の350％を大幅
に下回っている状況で健全。

（単位：％）

令和６年度各会計決算額
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決　算

 一般会計 
●町税全体の徴収率は、現年課税分、滞納繰越分ともに前年度を上回り、徴収強化の成果が見受けられる
ところであるが、引き続き、徴収強化に努められ、更なる徴収率の向上に努められたい。

●未利用である町有財産は積極的に処分し、その財源を町民サービスの維持向上のために利用されたい。
　また、酒々井小学校のプール跡地については、ニーズにあった活用を検討されたい。
●公共施設の老朽化対策は急務である。町では「個別施設計画」を策定し、事業計画を示しているが、財
政的な問題等から、進捗状況は遅れている。しかしながら、公共施設は町民サービスや災害時の避難
所となるなど、重要な施設であることから、「誰もが安全・安心に利用できる施設」となるよう、厳し
い財政状況下においても積極的な対応に努められたい。

●保健センター大規模改修事業の実施にあたり、国庫補助金の活用を予定していたが、不採択となった。
　今後、大規模事業で国庫補助金等を活用する際には、補助金採択の可能性を十分精査していただきたい。
●公共施設を無償で使用している団体に対して、光熱費の一部については、費用負担を課すことも検討さ
れたい。

●ちびっこ天国は休園して９年が経過するが、管理費は毎年発生している。早期に解体し、跡地の利活用
を検討されたい。

●住宅リフォーム補助金の予算が削減され、利用できない町民もいる。当該事業は町内事業者への経済波
及効果もあることから、予算確保に努めていただきたい。

●江川で法面の崩落があり、町で補修工事を行った。崩落付近から国道５１号までの区間について、護岸
工事を実施すべきと考えるが、厳しい財政状況下にあることから、国の緊急自然災害防止対策事業債
を活用しての整備を要望する。

決算特別委員会での意見・要望事項

令和６年度決算に関する討論

【 決算審査特別委員会 】
委 員 長 ：御園生　浩士
副委員長 ：小早稲　美穂　  委 員 ：竹尾　忠雄／酒瀨川　芳子／岡野　義広／小坂　和也
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税
金
は
町
民
の
暮
ら
し
の

た
め
に

竹
尾　
忠
雄 

議
員

反　対
議
案
第
５
号
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９
月
定
例
会
概
要

　

今
回
の
補
正
は
、
国
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
、
お
米
等
の
食
材
費
の

価
格
高
騰
の
た
め
、
町
立
中
央
保
育

園
及
び
岩
橋
保
育
園
の
給
食
賄
材
料

費
負
担
軽
減
事
業
の
他
、
道
路
維
持

事
業
、
墨
古
沢
遺
跡
保
存
整
備
事

業
、
令
和
６
年
度
決
算
の
確
定
に
伴

う
各
種
基
金
へ
の
積
立
金
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
等
と
し
て
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
２
７
６
万
７
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
を

83
億
４
７
０
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

議　案

９　月
定例会
議案審議

　
９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
中
か
ら
、
注
目
議
案
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
審
議
結
果
は
８
頁
～
10
頁

に
掲
載
）

　
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
」
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
８
年
４
月
か
ら

の
事
業
実
施
に
向
け
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
年
成

立
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

の一部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

が
、
児
童
福
祉
法
に
お
け
る
、
市
町
村

に
よ
る
認
可
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
設
備
及
び
運
営

に
つ
い
て
、
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準

に
従
い
、
条
例
で
基
準
を
定
め
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
「
家
庭
的
保
育
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
が
、
令
和
７
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
酒
々
井
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、「
栄
養
士
法
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
前
、

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
は
、
栄
養
士

免
許
取
得
者
で
な
け
れ
ば
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
改
正

後
に
お
い
て
は
、
管
理
栄
養
士
養
成

施
設
卒
業
者
に
つ
い
て
は
、
受
験
資

格
と
し
て
栄
養
士
免
許
の
取
得
が
不

要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
の
条

例
に
お
い
て
も
国
の
基
準
に
合
わ
せ

る
た
め
、
所
用
の
改
正
を
行
う
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

議
案
審
議

議
案
第
１
号

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

基
準
を
新
た
に
制
定

議
案
第
３
号

栄
養
士
法
の
改
正
に
よ
り

条
例
の一
部
を
改
正

議
案
第
８
号

一
般
会
計
を
増
額
補
正

敷
地
境
界
柵
の
仕
様
変
更

や
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

位
置
及
び
工
事
内
容
の
変

更
、
人
件
費
及
び
材
料
費
の
高

騰
等
に
よ
り
、
工
事
請
負
費
か

ら
の
組
み
替
え
及
び
増
額
を
す

る
も
の
。

　
中
央
台
及
び
東
酒
々
井

地
先
の
街
路
樹
剪
定
に
係

る
委
託
料
や
、
伊
篠
地
先

の
水
路
及
び
酒
々
井
地
先

の
町
道
に
係
る
補
修
工
事

費
を
増
額
す

る
も
の
。

　

利
用
者
数
及
び
助
成
費

用
の
増
加
に
よ
り
、
予
算

額
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら

増
額
す
る

も
の
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
等
に

よ
り
、
給
食
の
提
供
に
係

る
食
材
の
費
用
で
あ
る
賄

材
料
費
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か

ら
増
額
す
る

も
の
。

墨
古
沢
遺
跡

　
保
存
整
備
事
業

道
路
維
持
事
業

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
利
用
助
成
事
業

岩
橋
保
育
園
運
営
事
業

1,476万4千円 

1,187万1千円 225万5千円 335万4千円

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日

か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
32
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
か

ら
提
案
さ
れ
た
議
案
15
件
と
、

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
発
議
案

１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
か
ら
「
町
平
和

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
」
や
、

「
学
校
法
人
鎌
形
学
園
東
京
学

館
高
等
学
校
と
の
包
括
的
な
連

携
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
」
な
ど
５
件
と
、
教
育
長

か
ら
「
富
里
市
へ
の
学
校
給
食

事
務
の
委
託
等
に
つ
い
て
」
の

行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
11
名
の
議
員

が
３
日
間
に
わ
た
り
行
い
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
、
子
育

て
支
援
な
ど
、
町
政
全
般
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
注
目
！

（
金
額
は
補
正
額
で
す
）

防
犯
街
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

防
犯
街
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

防
犯
街
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

防
犯
街
灯
等
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
、
財

政
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見

を
付
け
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
と
公
営
事
業

会
計
を
含
む
全
会
計
で
、
赤
字
額
及

び
資
金
不
足
額
は
無
く
、
早
期
健

全
化
の
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
健
全
段

階
に
あ
る
も

の
。

　
町
議
会
傍
聴
規
則
に
つ
い
て
、
社

会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
、
よ
り
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
、
時
代

に
即
し
た
文
言
へ
の
改
正
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
電
子
機
器

の
使
用
に
関
す
る
規
定
を
明
確
化
す

る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
更
新
に

つ
い
て
、
千
葉
県
が
県
下
全
市
町
村

の
必
要
数
を
と
り
ま
と
め
、
一
括
し

て
共
同
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
株
式

会
社
内
田
洋
行
が
落
札
し
、
同
社
と

５
６
４
３
万
７
０
８
８
円
で
仮
契
約

を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治

法
等
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま

で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
第
３
期
酒
々
井
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
計
画
策
定
業
務
」及
び「
酒
々

井
町
健
康
プ
ラ
ン
策
定
業
務
」
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
、
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

国
が
保
存
し
、管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

　
小
学
生
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
負

担
軽
減
の
た
め
、
国
の
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
、
３
か
月
分
の
小
学
校
給

食
費
を
２
分
の
１
軽
減
し
よ
う
と
す

る
事
業
や
、
中
央
保
育
園
及
び
岩
橋

保
育
園
の
給
食
賄
材
料
費
の
負
担
軽

減
を
行
う
事
業
、
さ
ら
に
、
緊
急
性

の
高
い
青
道
の
修
繕
及
び
維
持
事
業

な
ど
の
、
町
民
の
生
活
に
関
わ
る
補

正
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
案
第

８
号
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

　
町
が
管
理
す
る
防
犯
街
灯
・
道
路

照
明
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
サ
ル
方
式
に
よ
る
選

定
を
行
っ
た
結
果
、
あ
か
り
レ
ン
タ

ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
最
優
秀
提

案
者
と
な
り
、
同
社
と
取
得
価
格

３
９
２
９
万
４
２
０
０
円
で
仮
契
約

を
締
結
し
た
た
め
、
地
方
自
治
法
等

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め

　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
は
、
墨

古
沢
遺
跡
の
土
地
と
し
て
、
酒
々
井

パ
ー
キ
ン
グ
の
緑
地
帯
２
８
７
０
平

方
メ
ー
ト
ル
を
購
入
す
る
予
算
等
、

５
０
５
４
万
円
が
予
算
化
さ
れ
、
今

回
の
９
月
補
正
で
は
、
さ
ら
に
補
償

費
と
し
て
１
４
７
６
万
４
千
円
が
計

上
さ
れ
た
。

　
町
長
は
、
令
和
７
年
３
月
議
会
に

お
い
て
、「
遺
跡
の
有
効
活
用
の
具

体
的
な
方
策
が
見
出
さ
れ
て
い
な

い
」、「
町
の
財
政
は
今
後
も
厳
し
い

状
況
が
続
く
見
通
し
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
事
業
を
一
時

休
止
す
る
判
断
を
し
た
」
と
述
べ
て

い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
な
ら

ば
、
税
金
は
町
民
の
暮
ら
し
に
回
す

べ
き
で
あ
り
、
新
た
な
土
地
を
取
得

す
べ
き
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
事
業

計
画
で
は
、旧
石
器
の
森
、展
望
デ
ッ

キ
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
等
整
備
費
は

10
億
円
を
超
え
る
が
、
現
在
の
町
の

財
政
力
で
は
無
理
で
あ
る
。
遺
跡
は

議　案

討
論

賛　成
町
民
の
生
活
に
関
わ
る
補
正

予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成

岡
野　
義
広 

議
員

議
案
第
８
号

反　対
墨
古
沢
遺
跡
の
新
た
な

土
地
取
得
は
認
め
ら
れ
な
い

竹
尾　
忠
雄 

議
員

議
案
第
８
号

報　

告

一
般
会
計
予
算
継
続
費
精
算

報
告
書
を
議
会
に
報
告　
　

報
告
第
１
号

財
政
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
を
議
会
に
報
告

報
告
第
２
号

発
議
案
第
１
号

 

酒
々
井
町
議
会
傍
聴
規
則
の

 

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

 

制
定
に
つ
い
て

発
議
案

る
こ
と
に
よ
り
、
傍
聴
環
境
の
整
備

を
大
き
く
改
善
さ
せ
る
た
め
、
所
用

の
改
正
を
行
う
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

提
出
者　
御
園
生
浩
士　
議
員

　
　
賛
成
者　
岡
野　
義
広　
議
員

　
　
　
　
　
　
江
澤　
眞
一　
議
員

　
　
　
　
　
　
地
福
美
枝
子　
議
員

　
　
　
　
　
　
酒
瀨
川
芳
子　
議
員

　
　
　
　
　
　
小
早
稲
美
穂　
議
員

▼ 

傍
聴
に
つ
い
て 

▲

　
本
会
議
及
び
委
員
会
は
、
一
般
に

公
開
さ
れ
て
お
り
、傍
聴
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
議
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
配
信
及
び
録
画

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
下
記
の
町

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
９
月
２
日
よ
り
、
富
里
市
と
酒
々

井
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
共
同

利
用
が
開
始
と
な
り
、
酒
々
井
町
行

き
の
給
食
配
送
車
第
１
便
の
見
送
り

と
、
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
両
市

町
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
大
室
台
小
学
校
４
年
生
の

吉よ
し
む
ら村
奏か

な
と人
さ
ん
の
作
品
「
す
い
す
い

キ
ッ
チ
ン
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
案
第
14
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
15
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

富
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

共
同
利
用
出
発
式
に
参
加



議会だより　しすい 8

各常任委員会での 審査結果
各常任委員会の審査結果

◎…委員長　　○…副委員長

総務常任委員会
委員　◎小早稲／○御園生
　　　　髙﨑／金塚　　
　　　　大石

■�総務課、企画財政課、税務住民課、くらし安全
　協働課、会計室、 議会事務局、選挙管理委員会、
　監査委員、その他の事務についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第２号 酒々井町職員の育児休業等に関する条例及び酒々井町職員の勤務
時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ４ ０ 原案可決

議案第４号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、
千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の一部廃止及び
千葉県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について

４ ０ 原案可決

議案第８号 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第５号）※委員会担当
分野 ４ ０ 原案可決

委員　◎酒瀨川／○白井
　　　　地福／川島
　　　　木内／小坂

教育民生常任委員会 ■�健康福祉課、教育委員会に
ついての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第１号 酒々井町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第３号 酒々井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第８号
令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第５号）※委員会担当
分野

5 0 原案可決

議案第９号 令和７年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 5 0 原案可決

議案第 10号 令和７年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第１号） 5 0 原案可決

議案第 11号 令和７年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

委員　◎江澤／○竹尾
　　　　齊藤／綿貫
　　　　岡野

経済建設常任委員会
■�経済環境課、まちづくり課、
　上下水道課、文化観光課、
　農業委員会についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果
議案第８号 令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第５号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第 12号 令和７年度酒々井町水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

議案第 13号 令和７年度酒々井町下水道事業会計補正予算（第３号） ４ ０ 原案可決
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本会議での審議結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
　
坂

岡
　
野

綿
　
貫

木
　
内

小
早
稲

白
　
井

大
　
石

酒
瀨
川

金
塚
議
長

御
園
生

川
　
島

齊
　
藤

竹
　
尾

地
　
福

江
　
澤

髙
　
﨑

〈 条例の制定 〉

１

酒々井町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の制定について
…昨年成立した子ども・子育て支援法等の一部を改正
する法律において、乳児等通園支援事業、いわゆる「こ
ども誰でも通園制度」が市町村による認可事業と位置
付けられたことから、条例で基準を定めるもの

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

酒々井町職員の育児休業等に関する条例及び酒々井
町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
…地方公務員の部分休業制度において１年につき条
例で定める時間を超えない範囲内で、１日の勤務時
間の全部または一部について勤務しないことを選択
できるようにするため、条例の一部を改正するもの

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3

酒々井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
…栄養士法が改正され、管理栄養士国家試験におい
て、管理栄養士養成施設卒業者は、受験資格として
栄養士の免許は不要となったことから、条例の一部
を改正するもの

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〈 規約の制定に関する協議 〉

４

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
の数の減少、千葉県市町村総合事務組合の共同処理
する事務の一部廃止及び千葉県市町村総合事務組合
規約の変更に関する協議について
…千葉県市町村総合事務組合を組織する三芳水道企
業団、九十九里地域水道企業団及び南房総広域水道
企業団が解散することにより、組合を組織する団体
の数が減少する等のことから、地方自治法第２９０
条の規定により議会の議決を求めるもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〈 令和６年度決算認定 〉

５
令和６年度酒々井町一般会計及び各特別会計歳入歳
出決算の認定について
…各会計の令和６年度歳入歳出決算を監査委員の意
見を付して認定するもの

認　定
賛13・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × × ○ ○

６
令和６年度酒々井町水道事業会計決算の認定について
…水道事業会計の令和６年度歳入歳出決算を監査委
員の意見を付して認定するもの。

認　定
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７
令和６年度酒々井町下水道事業会計決算の認定について
…下水道事業会計の令和６年度歳入歳出決算を監査
委員の意見を付して認定するもの。

認　定
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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本会議での審議結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果
小
　
坂

岡
　
野

綿
　
貫

木
　
内

小
早
稲

白
　
井

大
　
石

酒
瀨
川

金
塚
議
長

御
園
生

川
　
島

齊
　
藤

竹
　
尾

地
　
福

江
　
澤

髙
　
﨑

＜条例の制定等＞

８
令和７年度酒々井町一般会計補正予算（第５号）
…合計1億2,276万7千円を追加し、補正後の予算を
83億4,704万6千円とするもの

可　決
賛13・否2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ × × ○ ○

９

令和７年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）
…令和６年度決算の確定に伴い、繰越金294万８千円
を増額し、財政調整基金繰入金を同額減額する歳入の
組み替え補正をするもの※歳入歳出総額に変更はなし

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10
令和７年度酒々井町介護保険特別会計補正予算（第１号）
…令和６年度決算の確定に伴うものを補正するもの
で、5,718万7千円を増額し、補正後の予算額を17億
5,932万2千円とするもの

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11

令和７年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）
…令和６年度決算の確定に伴うものを補正するもの
で、139万４千円を増額し、補正後の予算額を4億2,716
万4千円とするもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12
令和７年度酒々井町水道事業会計補正予算（第１号）
…収益的支出を54万5千円増額し、5億1,866万3千
円に、資本的支出を1万5千円増額して、2億6,904
万6千円とするもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13
令和７年度酒々井町下水道事業会計補正予算（第３号）
…収益的支出を187万6千円減額し、5億2,721万9千
円に、資本的支出を737万円増額して、2億4,794万
1千円とするもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜財産の取得＞

14

財産の取得について
…町が管理する防犯街灯・道路照明灯・公園照明灯
をＬＥＤ化するため、あかりレンタルジャパン株式
会社と3,929万4,200円で仮契約を締結したことか
ら、条例等の規定により議会の議決を求めるもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15
財産の取得について
…児童生徒１人１台端末の更新により、株式会社内
田洋行と5,643万7,088円で仮契約を締結したこと
から、条例等の規定により議会の議決を求めるもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＜発議案＞

１

酒々井町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定
について
…開かれた議会の実現、時代に即した文言への改正
のほか、スマートフォンなどの電子機器の使用に関
する規定を明確化することにより、傍聴環境を大き
く改善させるため、所用の改正を行うもの

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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１
（P12） 酒瀨川 芳子 ▶ 近年の地球温暖化とごみ問題の対策

２
（P12）

江澤　眞一
▶ 参議院選挙
▶ 県道富里酒々井線
▶ 町バス事業

３
（P13）

御園生 浩士

▶ 酒々井町遺族会の現状
▶ �ＮＡＲＩＴＡ　ＢＥＹＯＮＤ（ナリタビ
ヨンド）

▶ 空き家バンク制度
▶ �酒々井宿道路（旧５１号線）の両側の歩

道整備

４
（P13）

白井　則邦

▶ 国民健康保険における資格確認書の交付
▶ 無形民俗文化財の保護
▶ 会計年度任用職員の再任用における公募
▶ 外国人向けの生活マナー冊子
▶ 保育園における紙おむつのサブスク導入
▶ �自転車にいわゆる「青切符」が適用され

ることへの対応

５
（P14） 岡野　義広

▶ �買物支援と地域の見守り活動、交通弱者
対策

▶ 中川調節池整備工事の進捗状況

６
（P14）

川島　邦彦 ▶ 定住世帯の誘致
▶ 外国人居住者

７
（P15） 小坂　和也 ▶ �ちびっこ天国のこれまでの経緯と今後の

方針

８
（P15）

地福 美枝子
▶ 補聴器購入補助制度　　　
▶ 学校給食
▶ 子育ての新制度「こども誰でも通園制度」（仮称）
▶ 移動投票所

９
（P16）

齊藤　　博 ▶ 財政運営
▶ 中川調節池

10
（P16）

小早稲 美穂 ▶ 防災及び町の安全
▶ ゴミの収集

11
（P17） 竹尾　忠雄

▶ 小坂町政の２０年
▶ 赤道の管理
▶ 農振地域、農用地指定（令和５年）
▶ 中川調節池工事用車両等の搬入路

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、町の事務
の執行状況や、将来の方針などにつ
いての報告や説明を、町長などの執
行機関に求めることです。
　９月定例会では、９月 10 日から
12 日までの３日間で、11 名の議
員が登壇し、町政について質問しま
した。
　ここでは、質問と答弁を要約した
内容を、質問順にお知らせします。
※今回の令和７年第６回定例会の会
議 録 (12 月 上 旬
発行予定 ) は、イ
ンターネットまた
は図書館でご覧い
ただけます。

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

一般質問
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問　
近
年
の
異
常
気
象
と
温
暖
化
対
策
に
、

町
民
が
で
き
る
事
は
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
が
一
番
身
近
だ
と
思
う
が
、
町
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
町
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

小
型
充
電
式
電
池
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ

て
お
り
、
資
源
回
収
協
力
団
体
等
に
報
奨
金

等
を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
掃
組
合
で

は
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
。

問　

令
和
３
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第
６
次

酒
々
井
町
総
合
計
画
の
中
の
基
本
目
標
に

「
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
の
促
進
」
で
一

般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
方
針
と
施
策
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

事
を
実
行
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
生
ご
み
の
水
切
り
の
啓
発

や
生
ご
み
減
量
器
具
購
入
設
置
費
補
助
金
制

度
等
を
広
報
紙
等
で
周
知
し
て
い
る
。

問　
近
隣
市
町
で
は
資
源
ご
み
の
分
別
が
細

か
く
、
指
定
の
ご
み
袋
が
あ
り
、
収
集
日
に

回
収
し
て
い
る
。
同
じ
焼
却
炉
を
使
う
佐
倉

市
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

紙
類
の
収
集
は
専
用
の
指
定
ご
み
袋
が
あ
り
、

回
収
し
て
い
る
が
、
酒
々
井
町
で
は
資
源
ご

み
は
回
収
場
所
に
持
っ
て
行
く
か
、
も
や
せ

る
ご
み
で
処
理
し
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
ご
み
収
集
・
運
搬
は
町
が

委
託
に
よ
り
行
い
、
処
理
は
清
掃
組
合
が
行

っ
て
い
る
た
め
、
分
別
収
集
等
の
方
法
が
佐

倉
市
と
酒
々
井
町
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

問　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
回
収
し
て
資
源
ご
み

と
し
て
使
わ
れ
る
が
、
町
内
の
拠
点
回
収
と

し
て
回
収
協
力
店
は
何
件
あ
る
の
か
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
回
収
協
力
店
は
、
ナ
リ
タ

ヤ
酒
々
井
店
及
び
大
谷
酒
屋
の
旧
東
酒
々
井

店
の
２
店
で
あ
り
、
今
後
は
役
場
で
も
回
収

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
せ
ん
ど
う
・
タ
イ

ヨ
ー
・
ス
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
の
各

酒
々
井
店
等
で
回
収
を
し
て
い
る
。

問　
地
球
温
暖
化
と
ご
み
問
題
は
、
焼
却
炉

か
ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
重
要
な
関

係
が
あ
り
、
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
な

る
べ
く
焼
却
処
理
し
な
い
よ
う
に
町
と
町
民

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
町
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
県
内
町
村
で
い
ち
早
く
表
明
し
た
。
ご
み

の
減
量
化
、
再
資
源
化
等
の
施
策
を
推
し
進

め
、
地
球
環
境
負
荷
低
減
に
努
め
て
い
く
。

問
地
球
温
暖
化
と
ご
み
問
題
の
対
策
は

急
務

答
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る

　
７
月
20
日
執
行
の
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

次
の
点
を
伺
う
。

問　
今
回
の
投
票
率
に
つ
い
て
伺
う
。

選
管
書
記
長　
選
挙
区
、
比
例
代
表
と
も
に

投
票
率
は
５
６
．
４
２
％
だ
っ
た
。

問　
当
日
投
票
者
と
期
日
前
投
票
者
の
人
数

を
伺
う
。
今
後
、
期
日
前
投
票
者
に
対
し
て

投
票
率
を
上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

選
管
書
記
長　
選
挙
区
及
び
比
例
代
表
と
も

に
、
当
日
投
票
者
数
５
，
４
６
９
人
、
期
日

前
投
票
者
数
４
，
０
６
２
人
、
不
在
者
投
票

者
数
44
人
で
投
票
者
数
は
９
，
５
７
５
人
だ

っ
た
。
投
票
率
向
上
の
た
め
、
広
報
紙
や
防

災
行
政
無
線
等
に
よ
り
選
挙
啓
発
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
、
投
票
率
向
上
に
努
め
て

い
く
。

問　

第
２
投
票
区(

中
川
、
上
岩
橋
、
柏

木
、
下
岩
橋
、
伊
篠
、
伊
篠
新
田
、
篠
山
新

田
、
今
倉
新
田)

の
投
票
所
は
、
範
囲
が
広

く
、
車
で
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
増
設
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

選
管
書
記
長　
投
票
所
の
新
設
は
、
当
該
地

区
に
投
票
所
と
な
る
公
共
施
設
等
が
見
当
た

ら
な
い
こ
と
、
経
費
や
事
務
従
事
者
等
の
確

保
の
問
題
等
を
考
慮
す
る
と
現
段
階
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

県
道
富
里
酒
々
井
線
の
整
備
状
況
は

問　
県
道
富
里
酒
々
井
線
に
つ
い
て
は
６
月

定
例
会
で
も
質
問
し
た
が
、
進
捗
状
況
と
今

年
度
の
予
定
を
具
体
的
に
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
県
に
お
い
て
１
７
０
０

ｍ
の
現
道
拡
幅
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
、
八
街
に
向
か
う
丁
字
路
交
差
点
付
近

の
右
側
で
拡
幅
の
支
障
と
な
る
電
柱
移
設
、

用
地
取
得
に
向
け
た
物
件
調
査
を
実
施
す
る

予
定
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

町
有
バ
ス
事
業
の
今
後
は

問　
町
有
バ
ス
事
業
が
12
月
で
終
了
す
る
と

伺
っ
て
い
る
が
、
廃
止
の
理
由
と
今
後
の
利

用
者
に
対
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
庁
内
に
お
い
て
各
課
、
教

育
委
員
会
、
保
育
園
な
ど
と
町
有
バ
ス
を
利

用
し
た
実
績
等
を
洗
い
出
し
、
情
報
を
共
有

し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
一
般
貸

切
旅
客
運
送
事
業
者
を
運
営
す
る
民
間
事
業

者
を
活
用
す
る
な
ど
、
代
替
案
等
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
る
。

問
第
２
投
票
区
の
投
票
所
増
設
を
検
討

す
べ
き

答
投
票
所
と
な
る
公
共
施
設
等
が
見
当
た

ら
な
い
な
ど
、
現
段
階
で
は
難
し
い

江澤 眞一江澤 眞一議員議員

酒瀨川 芳子酒瀨川 芳子議員議員

一般質問



13議会だより　しすい

答
法
律
に
基
づ
き
、

一
律
の
発
行
は
行
わ
な
い

問
国
民
健
康
保
険
加
入
者
へ
一
律
の

資
格
確
認
書
の
交
付
を

問　
国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
律
の
資
格

確
認
書
の
交
付
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
国
民
健
康
保
険
法
に
お
い

て
「
電
子
資
格
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
と
き
」
に
資
格
確
認
書
を

交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
で
は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
一
律
に
資
格
確
認
書
の
発
行
は
行

っ
て
い
な
い
。

無
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
を

問　
酒
々
井
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

町
に
は
３
つ
の
獅
子
舞

（
県
・
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
現
存

し
て
お
り
、
各
地
区
で
盛
大
な
祭
礼
が
行
わ

れ
て
い
る
。
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
代
表
行
事
の
ひ

と
つ
と
し
て
多
大
な
る
貢
献
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
町
と
し
て
は
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
獅

子
舞
を
後
世
に
伝
承
す
べ
く
、
Ｐ
Ｒ
・
普
及

活
動
な
ど
の
人
的
支
援
、
補
助
金
等
に
よ
る

衣
装
・
用
具
等
の
修
理
の
援
助
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
中
学
生
の
観
覧
・
体
験
教
育

に
つ
い
て
も
関
係
課
や
学
校
と
検
討
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

外
国
人
向
け
マ
ナ
ー
冊
子
の
作
成
を

問　
外
国
の
方
が
日
本
で
生
活
す
る
と
き
に

ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
、
ア
パ
ー
ト
で
の

生
活
マ
ナ
ー
や
ご
み
の
出
し
方
、
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
「
外
国

人
向
け
の
生
活
マ
ナ
ー
冊
子
」
を
作
成
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
。

副
町
長　
当
町
に
居
住
す
る
外
国
人
は
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
と

し
て
、
今
後
の
施
策
検
討
に
活
か
し
て
い
く
。

紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
導
入
を

問　
保
育
園
に
お
け
る
、
紙
お
む
つ
の
サ
ブ

ス
ク
導
入
予
定
は
あ
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長　
令
和
４
年
度
よ
り
サ
ブ
ス
ク

を
導
入
し
て
お
り
、
月
額
２
９
８
０
円
で
保

育
園
で
の
使
用
に
限
り
、
紙
お
む
つ
や
お
し

り
拭
き
を
無
制
限
で
使
用
で
き
る
。

自
転
車
「
青
切
符
」
へ
の
対
応
は

問　
来
年
４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
違
反

行
為
が
「
青
切
符
」
の
対
象
と
な
る
が
、
町

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
予
定
か
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
歩
行
者
の
安
全
確

保
と
自
転
車
交
通
の
円
滑
化
を
両
立
さ
せ
る

た
め
、警
察
や
小
中
学
校
と
緊
密
に
連
携
し
、

ル
ー
ル
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い
く
。

白井 則邦白井 則邦議員議員

一般質問

問
空
き
家
バ
ン
ク
が
進
ん
で
い
な
い
理
由

は

　
町
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、
移
住
・

定
住
の
促
進
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
次
の
点
を
伺
う
。

問　
空
き
家
の
売
買
・
賃
貸
借
の
申
込
件
数

と
成
約
数
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
令
和
７
年
７
月
末
ま
で
の

実
績
と
し
て
、
需
要
者
側
で
あ
る
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
登
録
に
つ
い
て
は
、
賃
貸
希
望
者

が
５
件
、
賃
貸
・
購
入
希
望
者
が
１
件
の
合

計
６
件
で
あ
る
。
供
給
者
側
で
あ
る
空
き
家

バ
ン
ク
物
件
登
録
は
、
売
却
希
望
者
が
１
件

あ
っ
た
が
、
価
格
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
成

約
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問　
今
後
の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て
、
空
き

家
所
有
者
の
登
録
が
進
ん
で
い
な
い
理
由
と

し
て
、
登
録
す
る
物
件
が
な
い
の
か
。
空
き

家
の
所
有
者
が
登
録
し
な
い
の
か
。
見
解
を

伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
当
町
の
場
合
、
空
き
家
バ

ン
ク
を
介
さ
ず
に
民
間
で
の
売
買
が
成
立
し

て
い
る
案
件
が
か
な
り
多
い
と
推
測
し
て
い

る
。

旧
51
号
の
歩
道
整
備
状
況
は

　

町
の
総
合
計
画
で
は
、
町
の
顔
と
し
て

酒
々
井
宿
（
旧
国
道
51
号
）
は
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
が
、
学
童
の
通
学
の
た
め
、
安
全

確
保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

問
①　
舗
装
部
分
は
県
有
地
か
。

問
②　
未
舗
装
部
分
、
砕
石
部
分
は
県
有
地

か
、
個
人
所
有
か
。

問
③　
道
路
際
ま
で
ブ
ロ
ッ
ク
、
生
け
垣
が

あ
る
場
所
は
民
有
地
な
の
か
。

問
④　
ま
だ
ご
協
力
い
た
だ
け
て
い
な
い
土

地
所
有
者
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
依
頼
を
県

や
町
は
し
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
①
②
③　
県
が
用
地
を
取

得
す
る
場
合
に
は
、
一
般
的
に
は
土
地
所
有

者
が
更
地
に
し
、
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
④　
県
か
ら
歩
道
整
備
事

業
の
必
要
性
や
用
地
補
償
に
関
わ
る
手
続
き

の
説
明
を
行
い
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
町
で
は
地
権
者
の
意
向
や
買
取

の
要
望
に
つ
い
て
、
情
報
が
あ
れ
ば
県
と
共

有
し
て
い
る
。

答
民
間
で
の
売
買
が
成
立
し
て
い
る
案
件

が
多
い
と
推
測
し
て
い
る

御園生 浩士御園生 浩士議員議員
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第
二
の
開
港
と
言
わ
れ
る
成
田
空
港
の
動

向
を
踏
ま
え
、
人
口
増
加
に
向
け
た
町
の
環

境
整
備
の
認
識
を
伺
う
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
は
、
遊
休
地
の
ま
ま
放

置
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
募
集
の
経

過
期
間
を
伺
う
。
ま
た
、
応
募
実
績
と
事
業

内
容
の
概
略
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
令
和
５
年
３
月
よ
り
「
公

共
Ｒ
不
動
産
」
等
で
利
活
用
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
昨
年
度
ま
で
に
５
社(

ド
ッ
グ
ラ
ン
・

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
）
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
が
、
進
展
は
な
か
っ
た
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
跡
地
は
、
駅
に
近
く
居

住
地
に
最
適
と
考
え
る
が
、
需
要
は
期
待
で

き
な
い
と
の
認
識
か
。

副
町
長　
ち
び
っ
こ
天
国
だ
け
で
は
な
く
、

宗
吾
参
道
駅
周
辺
を
含
め
て
努
力
し
て
い
く
。

　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
隣
の
公
共
用
地
は
、

災
害
時
の
仮
設
住
宅
を
想
定
し
て
い
る
よ
う

だ
が
代
替
地
は
あ
る
と
の
前
提
で
伺
う
。

問　
更
地
の
指
定
避
難
場
所
は
公
共
用
地
の

他
に
総
合
公
園
、
昭
和
公
園
の
３
か
所
あ
る

が
、
こ
こ
は
仮
設
住
宅
用
の
避
難
所
な
の
か
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
仮
設
住
宅
を
建
て

る
た
め
だ
け
の
避
難
場
所
で
は
な
い
。

問　
隣
接
の
県
営
住
宅
に
つ
い
て
、
経
過
年

数
や
入
居
状
況
な
ど
を
伺
う
。
な
お
、
新
築

移
転
地
と
し
て
も
選
択
肢
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
経
過
年
数
は
44
年
か
ら

46
年
で
あ
り
、
３
０
０
戸
が
整
備
さ
れ
、
入

居
率
は
８
月
末
現
在
で
83
％
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
外
壁
改
修
工
事
や
屋
外
給
排
水

施
設
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
人
口
増
加
に
向
け
た
政
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。

外
国
人
居
住
者
と
の
共
生
を

問　
国
別
居
住
人
口
を
伺
う
。

税
務
住
民
課
長　
外
国
人
は
38
か
国
、
１
０

７
５
人
住
ん
で
お
り
、
多
い
順
に
ネ
パ
ー
ル
、

中
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国

と
な
っ
て
い
る
。

問　
小
中
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
現

状
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
日
本
語
指
導
を
担
当
す
る

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
１
名
採
用
し
、
各
学

校
へ
派
遣
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

要
望　
空
港
就
業
者
の
増
を
想
定
す
る
。
生

活
支
援
を
含
め
た
行
政
対
応
を
求
め
た
い
。

答
民
間
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

進
展
は
な
か
っ
た

問
ち
び
っ
こ
天
国
を
遊
休
地
の
ま
ま

放
置
す
べ
き
で
は
な
い

　
調
節
池
整
備
は
、
未
だ
に
進
入
路
な
ど
工

事
が
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
工
事
に
関
す
る

入
札
等
は
、
行
っ
て
い
る
の
か
。
現
状
・
今

後
の
予
定
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
６
月
に
搬
出
路
の
測
量

業
務
、
設
計
業
務
等
を
発
注
し
、
現
在
、
業

務
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
取
得
し
た
用
地

の
一
部
で
築
堤
盛
土
６
３
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
の
工
事
を
予
定
し
て
い
る
、

問　
中
川
調
節
池
整
備
事
業
の
進
捗
と
財
源

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

副
町
長　
財
源
で
あ
る
「
緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
債
」
が
、
国
の
国
土
強
靱
化
対

策
等
と
連
携
し
て
、
地
方
団
体
が
単
独
で
防

災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
実
施
で
き
る
よ
う
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
６
月
に
は
国
土
強

靱
化
の
次
期
計
画
と
し
て
、
実
施
中
期
計
画

が
新
た
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
継
続
し

て
事
業
の
早
期
完
成
に
努
め
て
い
く
。

買
い
物
支
援
の
地
域
の
見
守
り
対
策
を

問　
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
」
が
、
町

内
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
事
前
に
説
明
は
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
、
中
止
の
理
由
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
（
株
）
ナ
リ
タ
ヤ
か
ら
町

内
で
の
移
動
販
売
営
業
を
終
了
す
る
旨
の
説

明
は
あ
っ
た
。
利
用
者
は
こ
こ
数
年
減
少
し
、

需
要
が
見
込
め
ず
、
移
動
販
売
事
業
者
が
判

断
し
て
終
了
を
決
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
、
見
守
り
活
動

と
し
て
役
立
っ
て
い
た
と
く
し
丸
の
移
動
販

売
に
つ
い
て
、
継
続
す
る
検
討
は
し
て
い
る

の
か
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
関
係
部
署
と
協
議
の
う
え
、

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
移
動
販
売
事
業
者
の

意
向
を
踏
ま
え
た
新
た
な
移
動
販
売
の
導
入

可
否
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

健
康
福
祉
課
長　
町
で
は
、「
酒
々
井
町
高

齢
者
見
守
り
活
動
等
に
関
す
る
協
定
書
」
を

７
社
と
締
結
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

高
齢
者
の
見
守
り
活
動
等
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
酒
々
井
町
に
お
け
る
食
料
品
ア
ク
セ
ス

マ
ッ
プ
、
食
料
品
ア
ク
セ
ス
困
難
人
口
を
把

握
、
分
析
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
食
料
品
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ
、

食
料
品
ア
ク
セ
ス
困
難
人
口
は
把
握
し
て
お

り
、
字
別
人
口
等
も
把
握
し
て
い
る
。
当
町

は
人
口
や
交
通
量
の
多
い
と
こ
ろ
に
食
料
品

店
等
が
あ
る
が
、
偏
在
し
て
い
る
た
め
、
店

舗
ま
で
５
０
０
ｍ
以
上
あ
る
地
域
の
人
口
は

県
内
で
は
や
や
多
い
傾
向
に
あ
る
。

問答
中
川
調
節
池
整
備
の
現
状
・
今
後
の

予
定
は

総
合
的
に
検
討
し
て
い
る

一般質問

川島 邦彦川島 邦彦議員議員

岡野 義広岡野 義広議員議員
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一般質問

小坂 和也小坂 和也議員議員

　
ち
び
っ
こ
天
国
は
、
長
年
町
民
に
親
し
ま

れ
た
遊
園
施
設
だ
っ
た
が
、
休
園
が
続
き
、

今
後
の
方
向
性
が
不
透
明
で
あ
る
。
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
の
敷
地
、
遊
具
や
建
物

は
町
所
有
な
の
か
。
町
が
自
由
に
解
体
や
再

整
備
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
敷
地
は
一
部
大
蔵
省
か
ら

買
収
し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
京
成
電
鉄
㈱

と
の
土
地
譲
渡
契
約
に
よ
り
無
償
で
取
得
し

た
も
の
で
、
町
名
義
で
登
記
さ
れ
て
い
る
。

遊
具
や
建
物
は
千
葉
県
と
の
物
件
譲
与
契
約

に
よ
り
取
得
し
た
も
の
で
、
建
物
は
町
の
所

有
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
。
解
体
や
再
整

備
を
行
う
際
に
は
、
財
産
を
取
得
し
た
経
緯

か
ら
、
京
成
電
鉄
㈱
に
対
し
て
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
施
設
の
建
設
費
や
維
持
管
理
費
は
、
ど

の
よ
う
な
財
源
で
賄
わ
れ
て
き
た
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
建
設
費
は
、
財
団
法
人
千

葉
県
年
金
福
祉
協
会
が
負
担
し
、
そ
の
後
、

町
へ
譲
渡
さ
れ
て
か
ら
の
維
持
管
理
費
は

「
ち
び
っ
こ
天
国
基
金
」
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

基
金
は
、
物
件
譲
与
契
約
に
基
づ
き
、
千
葉

県
及
び
財
団
か
ら
受
領
し
た
も
の
で
、
維
持

管
理
・
運
営
及
び
処
分
に
要
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

問　
町
は
、
解
体
、
再
開
、
民
間
活
用
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
民
間
事
業
者
か
ら
の
利
活

用
ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
様
々
な
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
有

効
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
ち
び
っ
こ
天
国
に
関
わ
る
土
地
、
建
物
、

財
源
、
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
住
民
に
分
か

り
や
す
く
整
理
し
て
提
示
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
方
針
を
決
め
る
際
、

住
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
考
え
は
あ

る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
運
営
状
況
等
を
分
か
り
や

す
く
整
理
し
て
提
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

休
園
し
て
い
る
施
設
の
た
め
、
内
容
等
を
含

め
検
討
し
て
い
く
。
住
民
参
加
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
住
民
を
含
む
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

あ
り
方
を
検
討
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
現
在
、

民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
活
用

の
可
能
性
を
情
報
収
集
し
て
い
る
の
で
、
今

後
、
活
用
の
方
向
性
に
よ
っ
て
住
民
の
意
見

を
聞
く
場
を
設
け
る
な
ど
、
住
民
参
加
と
情

報
公
開
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

問

答

答

今
後
の
ち
び
っ
こ
天
国
の
活
用
は

補
聴
器
購
入
補
助
金
の
増
額
を

民
間
事
業
者
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
て
い
る

認
知
症
予
防
に
有
効
な
の
で
、
検
討
し

て
い
く

問　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助

金
の
予
算
総
額
は
現
在
10
万
円
。
１
人
１
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
予
算
総
額
及
び
１
人
へ

の
補
助
額
の
増
額
を
要
求
す
る
。

町
長　
補
聴
器
は
認
知
症
予
防
に
有
効
と
認

識
し
て
い
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
実
現
を

問　
学
校
の
給
食
費
無
償
化
は
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
実
施
を
表
明
さ
れ
た
が
、
小
学
校

給
食
費
の
無
償
化
の
実
施
見
通
し
伺
う
。

町
長　
今
定
例
会
で
、
10
月
か
ら
12
月
ま
で

の
３
ヶ
月
分
の
給
食
費
を
半
額
無
償
化
す
る

補
正
予
算
を
提
案
し
て
い
る
。
本
年
度
通
年

で
実
施
し
て
い
る
中
学
生
の
半
額
無
償
化
に

続
き
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
く
。

問　
無
償
化
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を
伺
う
。

町
長　
２
月
に
内
閣
総
理
大
臣
が
小
学
生
の

給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
、
２
０
２
６
年
度
以

降
で
き
る
限
り
早
期
の

制
度
化
を
目
指
す
と
表

明
し
た
。

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
へ
の
対
応
は

問
①　
受
け
入
れ
体
制
は
あ
る
の
か

問
②　
保
育
士
の
負
担
が
多
く
な
る
の
で
は

な
い
の
か
。

こ
ど
も
課
長
①
②　
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
専
任
の
保
育
士
の
確
保
や
受
け
入
れ

に
対
す
る
人
員
配
置
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、人
員
配
置
は
検
討
中
だ
が
、

保
育
園
で
の
園
児
の
受
け
入
れ
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
調
整
し
て
い
く
。

移
動
投
票
所
の
導
入
を

問　
移
動
投
票
所
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
高

齢
化
が
進
み
、
体
の
具
合
が
悪
く
、
投
票
を

あ
き
ら
め
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
投
票
す
る

こ
と
は
、
権
利
で
あ
り
義
務
で
も
あ
る
。　

投
票
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
、
行

政
の
責
務
で
あ
る
。
具
体
的
な
検
討
を
。

選
管
書
記
長　
移
動
投
票
所
は
、
バ
ス
な
ど

を
利
用
し
て
車
内
で
投
票
で
き
る
取
り
組
み

で
、
近
年
、
中
山
間
地
域
を
中
心
に
増
え
て

い
る
。
当
町
の
投
票
所
は
８
ヶ
所
あ
り
、
近

隣
自
治
体
と
比
べ
て
も
比
較
的
均
衡
の
と
れ

た
場
所
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
移
動
投
票
所
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。

地福 美枝子地福 美枝子議員議員
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問　
Ｊ
Ａ
の
跡
地
に
町
営
の
自
動
車
駐
車
場

を
整
備
す
る
計
画
だ
が
、
整
備
に
係
る
事
業

費
、
財
政
負
担
額
、
完
成
後
の
運
営
経
費
に

つ
い
て
の
推
計
結
果
を
伺
う
。
ま
た
、
事
業

の
実
施
年
度
は
い
つ
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
現
時
点
で
は
推
計
し
て

い
な
い
。
事
業
に
必
要
な
財
源
が
確
保
で
き

る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
を
継
続
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
協
議
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
か
ら
Ｊ
Ａ
跡
地
の
駐
車
場
部
分
に
つ
い
て

民
間
事
業
者

に
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い

る
。
民
間
事

業
者
の
事
業

の
運
営
手
法

や
利
用
状
況

を
勘
案
し
て

検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
個
別
施
設
計
画
は
事
業
費
約
31
億
円
、

町
の
財
政
負
担
額
が
約
12
億
円
と
い
う
膨
大

な
計
画
で
あ
る
。
令
和
８
年
度
で
計
画
期
間

の
半
分
が
終
わ
る
が
、
事
業
費
の
記
載
が
な

い
事
業
や
未
実
施
の
事
業
も
あ
る
。
こ
の
際
、

確
実
な
財
源
付
き
の
新
た
な
計
画
づ
く
り
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
見
直
し
は
、
い
つ
行

う
の
か
。

企
画
財
政
課
長　
財
政
状
況
も
厳
し
さ
を
増

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
状
況
を
踏
ま
え

た
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
施
設

の
所
管
課
等
と
連
携
を
図
り
、
実
行
性
の
高

い
次
期
計
画
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
関
連
税
収
は
、
令
和
６

年
度
で
も
、
約
３
億
３
千
万
円
で
、
想
定
額

の
半
分
に
も
な
ら
な
い
。
町
は
「
累
積
赤
字

が
増
加
す
る
」
と
発
表
し
た
が
、
成
田
空
港

拡
張
事
業
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
出
店
計
画
等
に

伴
う
、
新
た
な
収
入
財
源
は
想
定
さ
れ
て
な

い
の
か
。

税
務
住
民
課
長　
成
田
空
港
拡
張
関
連
は
、

ま
だ
数
年
先
に
な
る
が
、
京
成
電
鉄
車
両
基

地
が
完
成
さ
れ
次
第
、
家
屋
評
価
を
行
い
、

適
切
に
固
定
資
産
税
の
賦
課
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
出
店
計
画
等
に
つ
い

て
は
、
事
業
者
か
ら
施
設
計
画
が
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
現
時
点
で
の
収
入
財
源
は
未

定
で
あ
る
。

問答
Ｊ
Ａ
跡
地
の
駐
車
場
整
備
事
業

事
業
費
等
の
推
計
は

現
時
点
で
は
推
計
し
て
い
な
い

一般質問

齊藤 博齊藤 博議員議員

ＪＡ跡地（東酒々井）

問　
町
の
住
民
参
加
の
防
災
訓
練
を
行
っ
た

が
、
内
容
等
に
つ
い
て
伺
う

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
避
難
所
開
設
、
運

営
訓
練
に
大
別
し
て
実
施
し
た
。
開
設
訓
練

は
、
防
災
倉
庫
内
の
資
機
材
の
搬
入
、
簡
易

ベ
ッ
ト
の
展
張
作
業
等
を
実
施
し
た
。
運
営

訓
練
で
は
、
図
上
訓
練
を
行
い
、
多
様
な
事

象
へ
の
対
応
を
認
識
し
て
も
ら
っ
た
。

問　
令
和
元
年
の
避
難
所
開
設
時
の
様
に
た

だ
た
だ
、
町
民
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
は
な

く
、
多
く
の
町
民
に
避
難
所
が
ど
う
い
う
も

の
か
知
っ
て
い
た
だ
き
、
有
事
の
時
に
ど
う

い
う
行
動
を
と
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
今
後
、
多
く
の
町

民
の
方
に
訓
練
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、

訓
練
の
趣
旨
や
重
要
性
を
広
報
紙
等
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
継
続
し
て
訓
練
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

問　
酒
々
井
町
に
は
安
全
安
心
担
当
官
が
危

機
管
理
室
に
お
り
、
防
犯
・
交
通
安
全
出
前

講
座
と
防
災
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
る
が
内

容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
防
犯
・
交
通
安
全

出
前
講
座
は
、
最
近
の
犯
罪
手
口
や
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て
、
安
全
安
心
担
当
官
が
出

向
い
て
開
催
し
て
い
る
。
防
災
出
前
講
座
は
、

防
災
対
策
や
各
家
庭
で
で
き
る
備
え
に
つ
い

て
防
災
対
策
監
が
出
向
い
て
開
催
し
て
い
る
。

使
用
済
み
電
池
の
回
収
方
法
は

問　
電
池
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
月
１
回
目
の
水
曜
日
に
集

積
所
回
収
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
町
内
の
協

力
店
や
役
場
で
回
収
し
て
い
る
。
リ
チ
ウ
ム

一
次
電
池
は
テ
ー
プ
等
で
絶
縁
処
理
し
た
う

え
で
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
で
、
小
型
充
電
式

電
池
等
は
役
場
で
回
収
し
て
い
る
。

問　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
な
い

物
や
取
り
外
し
の
で
き
な
い
も
の
な
ど
の
回

収
方
法
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
な

い
電
池
の
う
ち
、
乾
電
池
や
リ
チ
ウ
ム
電
池

は
集
積
所
で
回
収
し
て
い
る
が
、
ボ
タ
ン
電

池
は
購
入
店
で
の
排
出
を
案
内
し
て
い
る
。

ま
た
、
取
り
外
し
の
で
き
な
い
小
型
充
電
式

は
役
場
窓
口
で
回
収
し
て
い
る
。

問　
ゴ
ミ
と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
環
境
課
長　
各
集
積
所
は
自
治
会
等
が

設
置
し
、
清
掃
等
の
管
理
も
さ
れ
て
い
る
。

問
住
民
参
加
の
防
災
訓
練
を
行
っ
た
が
、

そ
の
内
容
は

答
避
難
所
の
開
設
と
運
営
の
訓
練
を

実
施
し
た

小早稲 美穂小早稲 美穂 議員議員



17議会だより　しすい

問　
平
成
21
年
の
中
学
生
模
擬
議
会
で
「
サ

ッ
カ
ー
部
と
野
球
部
が
交
差
し
て
危
険
」
と

生
徒
の
訴
え
が
あ
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張

の
た
め
、
平
成
27
年
、
28
年
に
用
地
購
入
を

し
た
が
、
取
得
し
た
面
積
と
金
額
を
伺
う
。

こ
ど
も
課
長　
面
積
１
万
１
１
９
４
．
２
２

㎡
、
購
入
金
額
７
９
４
２
万
１
２
６
５
円
。

問　
中
央
台
一
丁
目
と
消
防
署
を
結
ぶ
道
路

は
平
成
26
年
に
事
業
化
が
決
定
し
、
一
部
用

地
を
取
得
し
た
が
、
面
積
と
金
額
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

面
積
７
５
２
．
９
２

㎡
、
購
入
金
額
９
３
０
万
５
５
５
１
円
。

問　
上
岩
橋
大
崎
地
区
の
国
道
51
号
か
ら
旧

岩
橋
分
校
跡
地
に
向
か
う
細
い
土
地
を
購
入

し
た
が
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
取
得
目
的

と
面
積
、
購
入
金
額
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

面
積
３
７
９
．
０
４

㎡
、
購
入
金
額
１
１
９
３
万
９
７
６
０
円
、

道
路
拡
幅
及
び
流
末
排
水
施
設
の
整
備
の
た

め
に
必
要
な
用
地
と
な
る
。

問　
上
岩
橋
卜
ケ
崎
地
区
か
ら
国
道
51
号
の

用
地
を
購
入
し
た
が
、
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
取
得
目
的
と
面
積
、
金
額
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
面
積
２
２
３
．
６
３
㎡
、

購
入
金
額
１
２
７
６
万
９
６
９
５
円
、
局
部

改
良
工
事
の
た
め
に
必
要
な
用
地
と
な
る
。

赤
道
の
管
理
徹
底
を

　
「
上
岩
橋
字
天
神
原
地
区
の
産
業
廃
棄
物

中
間
処
理
事
業
者
が
赤
道
を
使
用
し
て
い
る

の
で
は
」
と
住
民
か
ら
訴
え
が
あ
っ
た
。

問　
町
は
赤
道
を
払
い
下
げ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
赤
道
の
払
い
下
げ
は
行

っ
て
い
な
い
。

問　
以
前
に
も
同
じ
よ
う
な
事
案
が
発
生
し

た
が
、
内
容
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
赤
道
に
土
砂
が
堆
積
さ

れ
、
平
成
25
年
度
に
事
業
者
へ
過
料
の
請
求

と
原
形
復
旧
措
置
、
令
和
４
年
度
に
も
原
形

復
旧
措
置
を
行
わ
せ
て
い
る
。

工
事
搬
入
路
に
通
学
路
の
使
用
は
問
題

問　
中
川
調
節
池
の
工
事
車
両
の
搬
入
路
に

つ
い
て
、
「
搬
入
路
は
山
の
中
に
仮
設
道
路

を
設
置
す
る
」
と
地
元
に
説
明
さ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
、
通
学
路
か
ら
搬
入
す
る

の
か
。
ま
た
、
当
該
通
学
路
で
通
学
し
て
い

る
生
徒
は
何
人
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
交
通
量
や
縦
断
勾
配
、

経
済
性
等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
。

学
校
教
育
課
長　
自
転
車
41
人
、
徒
歩
５
人

が
当
該
通
学
路
を
使
用
し
て
い
る
。

答
他
に
も
課
題
が
あ
る
の
で
、
状
況
を

見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

問
中
学
校
の
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
交
差
し
て
危
険
な
状
況

一般質問

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員

　
令
和
７
年
８
月
５
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
町
長
か
ら
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
の
結
果
、
議
案
は
全
員
賛
成
に
よ

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
「
定
額
減
税
補
足
給
付
金
」
と
し

て
、
令
和
５
年
所
得
を
基
に
し
た
推
計
額
で

算
定
し
た
、
令
和
６
年
分
個
人
住
民
税
に
お

い
て
、
定
額
減
税
で
減
税
し
き
れ
な
い
と
見

込
ま
れ
る
方
へ
の
給
付
金
を
、
昨
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
た
。

　
本
来
給
付
す
べ
き
個
々
の
定
額
減
税
の
実

績
額
が
確
定
し
た
こ
と
か
ら
、
給
付
不
足
が

生
じ
た
方
に
対
す
る
不
足
額
を
追
加
で
支
給

す
る
た
め
、
給
付
金
及
び
事
務
に
係
る
経
費

と
し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，
９
３
２

万
１
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
を

82
億
２
，
４
２
７
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

《
賛
成
全
員
で
可
決
》

▼
調
整
給
付
金（
不
足
額
給
付
）対
象
者
▲

（
例
）

・�

令
和
５
年
度
所
得
に
比
べ
、
令
和
６
年
所

得
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
令
和

６
年
分
推
計
所
得
税
額
（
令
和
５
年
所

得
）
」
よ
り
、
「
令
和
６
年
分
所
得
税
額

（
令
和
６
年
所
得
）
」
が
低
い
方

・�

こ
ど
も
の
出
生
等
、
扶
養
親
族
が
令
和
６

年
中
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
所

得
税
分
定
額
減
税
可
能
額
（
当
初
給
付

時
）
」
よ
り
、
「
所
得
税
分
定
額
減
税
可

能
額
（
不
足
額
給
付
時
）
」
が
高
い
方

・�

当
初
調
整
給
付
後
に
税
額
修
正
が
生
じ
た

こ
と
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
分
個
人
住
民

税
所
得
割
額
が
減
少
し
、
都
度
対
応
で
は

な
く
、
不
足
額
給
付
時
に
一
律
対
応
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
方

８　月
臨時会

議
案
第
１
号

令
和
７
年
度
酒
々
井
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
） 全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業



ここどもども模擬議会代表者模擬議会代表者に
❶町にどんな提案をしましたか？
❷町の好きなところや今後どのような町になってほしいですか？
❸こども模擬議会に参加してどうでしたか？

　

最
近
は
早
起
き
し
て
、
東

酒
々
井
側
の
田
ん
ぼ
を
子
供

と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

酒
々
井
は
程
よ
く
自
然
が
残
っ

て
い
て
、
こ
の
時
期
は
と
て
も

気
持
ち
良
い
で
す
ね
。
す
れ
違

う
方
も
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
し

て
下
さ
り
、
子
供
も
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

委 

員 

長　
　
岡
野　

義
広

副
委
員
長　
　
小
坂　

和
也

委　
　
員　
　
大
石　

法
子

委　
　
員　
　
小
早
稲　
美
穂

委　
　
員　
　
木
内　

信
子

委　
　
員　
　
綿
貫　
　

薫

編
集
に
あ
た
っ
て

　
次
の
定
例
会
は
、
12
月
中
旬

に
開
会
予
定
で
す
。

　
会
期
の
概
要
は
、
12
月
９
日

に
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
ま
り
ま
す
。

　
会
期
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
３
８
２
）
２
３
３
１

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

きました

　10月 15日（水）、こども模擬議会が議場で開催されました。
　各学校から選ばれた小学生５名、中学生５名の合計 10名の
代表者が出席し、議長以外の９名が登壇して、「まちづくりプ
ラン」の提案を行いました。

❶酒々井町の中心部にある
駅周辺に新しい商業施設
を造ってもらうことです。
僕たちのために、本屋を誘
致して欲しいです。
❷酒々井町は自然が多くて、
とても住みやすい所だと思
います。町民の意見を聞き、
組みとってくれるような町
にして欲しいです。
❸初めての体験でしたが、良
い経験になりました。こど
も模擬議会で得た経験を
活かしたいです。

❶子育て世帯に対して、公園
が利用しやすくなるように、
町でどんな工夫をしている
のか質問しました。

❷町の方々がやさしいところ
が好きです。町民全員が、
酒々井町をもっと好きにな
るような町にしてほしいで
す。
❸とても緊張しましたが、自
分のプランを町に伝えるこ
とができてよかったと思い
ました。

❶ちびっこ天国のある場所の
今後の活用について、町と
してスポーツの活性化につ
いて質問しました。

❷駅が４つあり、交通の便が
良いこと。今後も町民が健
康で安心して暮らせるよう
な町になってほしい。

❸とても緊張しましたが、自
分の考えた意見を町長に伝
えることができ、良い経験
になりました。

※川井さんは議長のため、
　「まちづくりプラン」の
　提案は行いませんでした。
❷酒々井町の好きな所は、自
然が多い所です。今後も町
の豊かさを活かし住みやす
く安全な町になってほしい
です。
❸議長として参加して、少し
緊張しましたが、しっかり
進行できて良かったです。
また、普段は中学校に居て
聞こえてこない小学生の声
が聞けて新鮮でした。この
経験をこれからの生活に役
立てたいです。

柏
かしわざき

﨑　葵
あおい

さん

大室台小学校　６年

髙
た か は し

橋 謙
け ん し ん

心さん

酒々井小学校　６年

鈴
す ず き

木 和
か ず ま

眞さん

酒々井中学校　３年

川
か わ い

井 舞
ま い

依さん

酒々井中学校　３年


